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指導者のための水環境調査手帳の製作
大阪府教育センター橘浮治

とである。そこで水涜調森下幟では分析ni目の慰

味を解説することを飛視した。

」lXり上げた項[Ｉは、基本的なものとしては、ｌｉＭｌ

ｆｉｌｆ地の慨ＩＨＩ、天気、気温、我壯、風Ii1、風速、水

色、水温である。

一般]jriI]としては、におい、味、濁皮、透視腫、

遮Iﾘ]皮、ｐＨ、ＥＣ（地気伝導度)、ＳＳ（懸濁物

ﾊﾋ)、蒸発残1W物it、カルシウム硬庇、マグネシウ

ム硬度、酸皮、アルカリ度、全炭酸である。

イ『機汚濁関係としては、ＣＯＤ（化学的酸索要

求jlt)、ＢＯＤ（生物化学的酸紫要求jit)、アンモ

ニア態窯索､亜硝鹸態窒素､Hii酸態窒素､ＤＩＮ(溶

存無機態全窺素)、ＤＯＮ（濡存有機窺索)、ＰＯ

Ｎ（懸濁態ｲｲ機窒索)、ＴＮ（全窒索)、尿素態窺

紫、リン酸態リン、ＤＯＰ（瀞存有機態竃素人Ｐ

ＯＰ（懸濁態有機究紫)、ＴＰ（全リン)、ケイ駿

態ケイ素である。

主要イオンとしては、ナトリウムイオン、カリ

ウムイオン、カルシウムイオン、マグネシウムイ

オン、フッ化物イオン、塩化物イオン、臭化物イ

オン、硫酸イオンである。

金属11M係としては、鉄、二lli鉄、マンガン、銅、

Dlli鉛、ニッケル、六価クロム、アルミニウム、鉛

である。

生物llU係としては、ネクトン、ベントス、植物

プランクトン、動物プランクトン、一般細菌、大

IMilfi群、柄１%(性大lⅡＩ間（O-157)、である。

その他の項目としては、険イオン界面活性剤、

上獺、シアン、フェノール、過酸化水索、硫化水

索、残冊塩紫である。

１はじめに

新戦育課程の爽施に伴い小中学校およびiiii等学

校では、総合的な学習のIIlF11Hや教科（特に'''1ｲ!}）

において環境学1WがHi極的に行われるようになっ

てきた。特に総合的な学１１Mの時lMjでは、児iir生徒

の卿１１ｋ.側心に応じたもの、実験・観察やjlh域で

の体験を中心としたものに加え、環境教育をはじ

めとする教科欄Wi的なものにili点がlｉｆかれており、

指導瀞（教rl）側の学習教材のfIAliIi・資料探しや

予備爽験などが爪妥になってきた。さらに、総合

的な学習の時１１１１や理科においてJAnif生徒の興味・

'19心が満<指導者が実践したい環境学習の分!i\と

しては水環境調従が近ｲIijMlⅡＩしている。

しかしながら、水環境iiMiiIfにllUしての４Ｍ１１ﾘiIl:や

一般10ﾄﾞは多数出版きれているが、学校教育I(りけは

殆ど兄られないのが現状である。

そこで、児iIt生徒の発述段階に合わせた内容で

しかも学校の技lili程度で突験や観察が実施可能な

手法をまとめた､水環境iiM1Ffマニュアルである｢水

環境調術手帳」を作成した。

２内容

（１）概要

水環境調査手恢の内容は、これまでに商等学校

および小中学校の授業やTl『民対象の研修会で｢水」

をテーマに実践してきたものを再櫛築してまとめ、

苔らに、地域のiiIl川や湖ｉｌＩｌの生物iiM従およびこれ

らを対象とした化学的な水lii調森の』↓体的な手法

とその分析項I]の持つ意味や、総合的な学習の時

１Nハ教科、学校行１i、学ｲl:などとのIHI迎を記した

ものである。巻らに地域紋材としての利111をザえ

て、大阪liflAlの多くのため池と代斐iInI川の大和川

において実際に柵密な化学分析を行い、その水髄

分析緋果をデータ雌にし、大和川の水環境マップ

などとJ(に資料としてjＭ入れた。

（２）水IIT調査とその愈味について

水iii綱炎を含めて環境nM擁を行う場合において

１k要なことはそのl]的に合った禍ｆf方法を逆ぶこ

３実践とこれからの課題

本年度はこの水環境調査手帳を盗料として教Ll

Ilf催や指導肴向けの蛎習会を典施した。

今後は、水環境綱森手帳の|判容をぎらに充実さ

せると共に、これらをＣＤ－ＲＯＭ化したI)イン

ターネット上にも公１１Mして、多くの指導者の環境

舷ｆ『実践に役立てたいと考えている。また、大気

環境調査や土塊環境iiM森にilUする指導瀞向け盗科

をも作成し、児茄生徒の環境への凹心を両め、地

球環境{111余に収I)細める人材7｢成に努めたい。
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